
夏
が
さ
ら
に
熱
く
な
る

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

　

昨
年
の
七
月
、
東
京
大
手
町
で
は

観
測
史
上
最
高
の
三
九
・
五
℃
と
い

う
酷
暑
を
記
録
し
た
。
世
界
規
模
で

進
む
地
球
温
暖
化
に
、
大
都
市
部
の

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
が
拍
車
を

か
け
、
東
京
の
平
均
気
温（
年
）は
過

去
一
○
○
年
で
三
℃
も
上
昇
し
た
。

こ
れ
は
中
小
都
市
と
比
較
し
て
約
三

倍
と
い
う
高
い
数
値
な
の
だ
と
い
う
。

　

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、
宅
地
化

に
よ
る
緑
地
の
減
少
や
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
の

増
加
に
よ
る
蓄
熱
の
進
行
、
オ
フ
ィ

ス
や
自
動
車
な
ど
か
ら
の
排
熱
が
原

因
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
生
活
環
境

の
整
備
や
オ
フ
ィ
ス
環
境
の
向
上
が

逆
に
、
熱
を
排
出
す
る
と
い
う
悪
循

環
に
も
陥
っ
て
い
る
の
だ
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
解
消
す
る
た
め

に
、
建
物
そ
の
も
の
か
ら
の
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
を
改
善
し
よ
う
と
い
う

取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。

設
計
施
工
の
工
夫
で
実
現
し
た

壁
面
緑
化
・
屋
上
緑
化
の
効
果

　

東
京
都
千
代
田
区
に
昨
年
竣
工
し

た
、環
境
配
慮
型
の
複
合
ビ
ル『
二
番

町
ガ
ー
デ
ン
』。ま
ず
目
に
入
る
の
は
、

高
さ
二
五
メ
ー
ト
ル（
六
階
分
）に
及

ぶ
北
西
面
外
壁
の
ほ
と
ん
ど
に
施

さ
れ
た
『
壁
面
緑
化
』
だ
。こ
の
ビ
ル

で
は『
屋
上
緑
化
』と
併
用
す
る
こ
と

で
冷
房
効
果
を
向
上
さ
せ
、
周
辺
環

境
へ
の
輻
射
熱
も
防
い
で
い
る
。

　

一
般
的
に
壁
面
緑
化
は
、
壁
面
の

表
面
温
度
を
最
大
で
約
一
○
℃
も
低

減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
効
果

も
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
設
計・施
工
に
あ
た
っ
て
は
、

植
栽
の
維
持
管
理
の
し
や
す
さ
を
考

慮
し
た
取
り
外
し
の
で
き
る
ユ
ニ
ッ

ト
型
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
。

　

ま
た
、
荷
重
負
荷
を
考
慮
し
、
地

震
や
強
風
時
に
も
脱
落
や
破
損
の
な

い
よ
う
に
耐
久
性
・
安
全
性
に
も
充

分
配
慮
し
て
い
る
。

　

緑
が
呼
吸
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

面
が
、
こ
れ
か
ら
の
大
都
市
の
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
抑
制
の
要
と

な
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
●
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二番町ガーデンでは、一体ユニット
式壁面緑化工法を採用した。これは
フレーム枠に植物と植栽基盤を一
体化させたユニット型のシステムを
取り付けたもので、植物の状態に
よってユニット毎に取り替えられるな
ど、維持管理が容易なことが特長
だ。また、事前に養生ができるため

に、施工時にユニットを設置するだけ
で、壁面をすぐに緑化することが可
能なことも大きな魅力である。垂直
面のため雨水などは期待できないの
で、タイマーで制御する自動灌水設
備を確保している。植物は、景観に
優れ、病気や乾燥にも強い、ツル性
のヘデラカナリエンシスを選んだ。

竣工時から効果を発揮する『一体ユニット式壁面緑化工法』。

▲ユニット式の構造＜平面図（左）と側面図（右）＞

今 、こ の 技 術 が 生 き て い る ●

壁
面
緑
化
の
複
合
ビ
ル・
二
番
町
ガ
ー
デ
ン【
環
境
対
応
編
】

大
都
市
の
温
暖
化
を
防
ぐ
、

呼
吸
す
る
緑
の
壁
面
。

提供 ：㈳日本建設業団体連合会／㈳日本土木工業協会／㈳建築業協会＊ご意見ご感想は、info@nikkenren.comまで

※

※
東
京
都
の
調
査
結
果
よ
り

外
壁
側

室
内
側

プランター室内側から見た図


